
⒈入試によく出る諺のまとめ。

⒈

仕事が下手な人間はいつも道具のせいにする

→ 弘法は筆を選ばず

⒉
薮の中の二羽より手の中の一羽の方が価値がある

→ 明日の百より今日の五十

⒊

火傷をした子供は火を恐れる

→ あつものに懲りてなますを吹く

⒋

行為は言葉よりも雄弁

⒌

溺れるものは藁 わら をもつかむ

⒍

困ったときの友が真の友

⒎

少し知っているというのは危険なこと

→ 生兵法は怪我の元

⒏
光るもの必ずしも金ならず

⒐
全ての道はローマに通ず

勉強ばかりで遊ばせないとジャックをつまらない子にしてしまう

→ よく学びよく遊べ

－１－



付き合っている仲間を見ればその人がどんな人間かわかる

１日１個の林檎は医者を遠ざける

目には目を。歯には歯を

一枚の写真は千の言葉の価値がある 見ることは信じること
→ 百聞は一見にしかず

転がる石に苔はつかない

→ 転石苔を生ぜず

健全なる精神は健全なる肉体に宿る

今日のひと針明日の十針

見られているポットは決して沸騰しない

→ 待つ身は長い

不思議なことは９日しか続かない

→ 人の噂も７５日

賢い人には一言で十分だ

→ 一を聞いて十を知る

－２－



雲の陰で太陽はまだ輝いている

→ 苦あれば楽あり

一番いいものは一番安い

→ いいものは安くつく

ライオンの末尾よりよりも犬の先頭の方がいい
→ 鶏口牛後

遅くても全然しないよりはまし

同じ羽根の鳥は一緒に群がる

→ 類は友を呼ぶ

したたり続ける水滴が石をすり減らす

→ 点滴石をうがつ 石の上にも３年

死んだ人は何も語らない

→ 死人に口なし

豚に真珠を投げてはならない

→ ネコに小判

雛がかえらぬうちにその数を数えてはならない

→ 捕らぬ狸の皮算用

金の卵を生むガチョウを殺すな

－３－



馬の前に荷馬車を置くな

→ 本末転倒 するな

あなたが他の人からしてもらいたいように他の人にしてあげなさい

→ 己れの欲するところ人に施せ

言うは易く行なうは難し

簡単にやってきたものは簡単に出ていく

→ 泡銭は身につかぬ

虫でさえも寝返りをうつ

→ 一寸の虫にも五分の魂

ホーマーでさえもときどきうたた寝をする

→ 弘法も筆の誤り

→ 猿も木から落ちる

全員の仕事は誰の仕事でもない
→ 共同責任は無責任

全ての犬は家ではライオンだ

→ 内弁慶

どんな犬も１回かみついたのは許される

→ １回目のことは許される

－４－



見つけた人がもらう人 なくした人は泣きをみる

良い羽根は良い鳥をつくる

→ 馬子にも衣装

最初にきたものが最初に給仕される

→ 早いもの勝ち

天は自ら助くる者を助く

→ 自助努力なしに幸運はやってこない

旅路の良い仲間は最大の近道だ

→ 旅は道連れ

パン半分でもないよりまし

急ぐことは損失を生む

→ 急いては事をし損じる

健康は富に勝る

最後に笑う者が一番笑う

種をまかないものは（その実を）刈り取れない

→ まかぬ種は生えぬ

－５－



いかに粗末であろうとも家は家だ 家のような場所はない

→ 我が家に勝る所なし

正直は最上の策

空腹は最高のソースだ
→ 空腹にまずいものなし

二兎を追うものは一兎も得ず

知らないのが無上の幸せ

→ 知らぬが仏

悪い知らせはすみやかに走る 伝わる

→ 悪事千里を走る

分岐点がないのは長い道だ

→ どんな長い道にも曲がり角はあるもの
→ 待っていれば変化は必ず生じるもの

→ 待てば海路の日和りあり

修正するのに遅すぎるということはない

→ 過ちを改むるにはばかることなかれ

こぼれてしまったミルクを嘆いても無駄だ

→ 覆水盆に返らず 後悔先に立たず

－６－



降れば必ずどしゃぶりになる  ～ … ｢～すれば必ず…する｣

→ 泣きっ面に蜂

寝ている犬を起こすな

→ 触らぬ神にたたりなし

過ぎたことは過ぎたことにしておけ
→ 終わったことは仕方がない

この親にしてこの子あり

己れも生き他 人 も生かせ

馬を盗まれてから馬小屋のドアに鍵を掛ける

→ 後手後手になる

→ 泥棒を見て縄をなう

跳ぶ前に 前を 見ろ

→ 転ばぬ先の杖
→ 石橋をたたいて渡れ

恋は盲目

私が可愛いなら、私の犬も可愛がって

→ 坊主憎けりゃ袈裟まで憎い 裏の意味。

太陽が照っている間に干し草をつくれ

→ 好機逸するべらかず

－７－



たくさんの小さなものが大きなものになる

→ 塵もつもれば山となる

人手が多ければ仕事は軽くなる

金がろばを行かせる

→ 金を見せれば強情なろばでも歩きだす
→ 地獄の沙汰も金次第

殺人は露見するものだ  ｢現われる｣

→ 悪事は必ず露見する

必要は発明の母

決して外見で（人を）判断するな

→ 人は見かけによらぬもの

今日できることを明日まで延ばすな

→ 思い立ったが吉日

骨を折ることなしに何かを手に入れることはできない

→労せずば功なし

便りのないのは良い便り

冒険することなしに何も得られない

→ 虎穴に入らずんば虎児を得ず

－８－



長年の習慣はなかなか改まらない

ある人間にとっての肉は別の人間にとっての毒だ

→ 甲の薬は乙の毒

視界から消えると頭からも消える

→ 去る者は日々にうとし

フライパンから飛び出して火の中に入る

→ 小難を逃れて大難に陥る

安物買いの銭失い ペﾆｰもポﾝドも英国の通貨単位｡ ペﾆｰは ポﾝドの 分の ｡

練習が完璧をつくる

→ 習うより慣れろ

予防は治療より良い

→ 転ばぬ先の杖

ローマは１日にしてならず

慎重さと着実さがレースに勝つ
→ 急がば回れ

たくさんの国があればそれだけたくさんの慣習がある

→ 所変われば品変わる

－９－



十人十色

鞭を惜しんで子供を損なう

→ 可愛い子には旅をさせよ

悪魔のことを話せば 悪魔が現われる

→ 人の噂をしていると本人が現われるもの
→ 噂をすれば影

雄弁は銀、沈黙は金

静かな流れは底が深い

→ 物静かな人ほど思慮が深い 情熱を秘めている ものだ

→ 能ある鷹は爪を隠す

鉄は熱いうちに打て

子供は大人にとっての父親である

→ 三つ子の魂百まで

歩いている犬は骨を見つける

→ 犬も歩けば棒にあたる

早起きの小鳥は虫を見つける

→ 早起きは三文の徳

目的は手段を正当化する  ｢目的｣

｢手段｣

－１０－



柵の向こう側の芝生はいつも 自分の芝生より 青い

→ 人のものは何でもよく見える

→ 隣の芝生は青い

ペンは剣よりも強し

プディングが美味しいかそうでないか調べられるのは食べるときになっ
てからだ

→ プディングの味は食べてみないとわからない

→ 論より証拠

腐った林檎が １つあると たる全体がだめになる

心熱けれど肉体は弱し

学問に王道なし

例外のない規則はない

火のない所に煙は立たぬ

この世に新しきものなし

神が愛するような人は若くして死んでしまうもの

→ 佳人薄命

－１１－



時間と潮の満ち引きは人を待たない

→ 歳月人を待たず

光陰矢のごとし

あやまちは人の常 許すのは神のわざ

料理人が多すぎるとスープをだめにしてしまう
→ 船頭多くして船山に登る

２匹の犬が１本の骨のために争って、３匹目がそれを持って逃げる

→ 漁夫の利

１人より２人の頭の方がいい

→ ３人寄れば文珠の知恵

⇔

始め半分 最初が肝腎 終わりよければ全てよし

なされてしまったことは元返しできない

→ 覆水盆に返らず
→ 後悔先に立たず

ローマに入ったらローマ人がするようにせよ

→ 郷に入りては郷に従え

ネコがいないときにネズミは遊ぶものだ

→ 鬼のいぬ間に洗濯

－１２－



意志あるところ道は開く

生あるところ ある限り 希望あり

賢い人間は他人の失敗から学び、愚かな人間は自らの失敗に学ぶ

自分が失敗して初めて気がつく

→ 賢者は愚者に学び愚者は自らに学ぶ

馬を水際まで連れていくことはできても、水を飲ませることはできない

ケーキを 食べずに もっていることと、それを食べることの両方はでき

ない

→ 両天秤はかけられない

木の故に森が見えない

→ 木を見て森を見ず
→ 小さなことにこだわって全体が見えていない

老いぼれ犬に芸は教えこめない

－１３－



⒉入試によく出る諺・格言 問題演習。

問題１：次の英文の空所に入る最も適当なものを選べ。

⑴

① ② ③ ④

⑵

① ② ③ ④

⑶

① ② ③ ④

⑷

① ② ③ ④

⑸

① ② ③ ④

⑹

① ② ③ ④

⑺

① ② ③ ④

⑻

① ② ③ ④

－１４－



⑼

① ② ③ ④

⑽

① ② ③ ④

問題２：日本文の意味に相当するように空所に適語を入れよ。

⑴

去るものは日々にうとし

⑵

意志あるところに道は開く

⑶

歳月人を待たず

⑷

転石苔むさず

⑸

正直は最善の策

⑹

天は自ら助くる者を助く

⑺

転ばぬ先の杖

－１５－



⑻

たで食う虫も好き好き

⑼
十人十色

⑽

あつものに懲りてなますを吹く

問題３：次の英文の空所に入る動物を下の選択肢から選べ。

⑴
取らぬ狸の皮算用

⑵

早起きは三文の徳

⑶

さわらぬ神にたたりなし

⑷
本末転倒するな

⑸

鬼のいぬ間に洗濯

① 馬 ② 狐 ③ 牛 ④ 鳥 ⑤ 犬

⑥ 魚 ⑦ 虫 ⑧ 鼠 ⑨ 猿 ⑩ 鶏

－１６－



《解答・解説》

問題１

⑴ ② 「光るもの必ずしも金ならず」

 は「ぎらぎら光る」という意味。

⑵ ② 「今日できることを明日にのばすな」

 は「延期する」という意味の重要イディオム。

⑶ ② 「よく遊び、よく学べ」

 ここでの は「男の子」を表す。同じくこの を使ったことわ
ざに、 「多芸は無芸」がある。

また、この英文の主語は、 という とい

う形であるが、一つのまとまった内容とみなすので、後ろの動詞は単数

扱い（ ）になっている。

⑷ ① 「ローマは１日にしてならず」
 この は「一つの」という意味を表す。

⑸ ④ 「覆水盆に返らず」

 ～ で「～しても無駄である」という構文。

⑹ ② 「鉄は熱いうちに打て」
 は「～の間」という接続詞

⑺ ④ 「例外のない規則はない」

 は否定の意味を持つ関係代名詞。必ず二重否定で用いられる。

⑻ ① 「必要は発明の母」

⑼ ③ 「今日の一針明日の十針」

 は「多数」「完全」を表す数字である。例えば、英語圏では、猫は

執念深く、生命力のある動物とみなされる。このことを

「猫は九生あり」と表現したりする。他にも、

「人の噂も７５日」などの表現もある。

⑽ ① 「郷に入れば郷に従え」

 ここでの は様態を表す接続詞で「～のように」と訳す。様態を表す

の後ろには不完全な文が来ることが多い。

問題２
⑴

－１７－



⑵  ここでの は「意志」という意味の名詞。

⑶  は「潮」「潮の干満」という意味。

⑷

⑸

⑹  ～ で「～する人々」という意味
⑺

⑻  は「説明する」というイディオム。

⑼

⑽

問題３
⑴ ⑩  空所には が入る。

⑵ ④  空所には が入る。

⑶ ⑤  空所には が入る。

⑷ ①  空所には が入る。

⑸ ⑧  空所には （ の複数形）が入る。

－１８－



⒊入試によく出る諺・格言 実践入試問題演習。

問題１：次の問いの対話の空欄に入れるのに最も適当なものを、それぞれ～の

うちから一つずつ選べ。 （センタ－試験）

①

②

③

④

問題２：次の各組のＡ欄には英語のことわざ、Ｂ欄にはそのことわざの説明が、

示されている。Ａ欄とＢ欄の各々の空所を埋めるのに最も適当な語を

①および②からそれぞれ１つ選び、その記号を答えなさい。

（関西学院大・総合政策）

⑴

① ② ③ ④

① ② ③ ④

⑵

① ② ③ ④

① ② ③ ④

－１９－



⑶

① ② ③ ④

① ② ③ ④

⑷

① ② ③ ④

① ② ③ ④

問題３：日本語のことわざや格言に最も近くなるよう、①～④の中から最適な

ものを一つ選びなさい。 （上智大・経済）

⑴ 例外のない規則はない

① ② ③ ④

⑵ 井の中の蛙大海を知らず

① ② ③ ④

⑶ 蛇の道は蛇

① ② ③ ④

－２０－



⑷ 論より証拠

① ② ③ ④

⑸ 自業自得

① ② ③ ④

⑹ 去る者は日々にうとし

① ② ③ ④

⑺ 君子危うきに近寄らず

① ② ③ ④

⑻ 蓼食う虫も好き好き

① ② ③ ④

⑼ 人間万事塞翁が馬

① ② ③ ④

⑽ 苦あれば楽あり

① ② ③ ④

－２１－



問題４：次の⑴～⑸までの意味とほぼ同じ意味の内容の文をイ～ヌの中からひ

とつずつ選びなさい。 （慶応義塾大・理工）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

－２２－



《解答・解説》

問題１ ④

Ａ：来年留学する予定じゃなかったの。

Ｂ：お金が十分ないんだ。だから代りに働いて次の年に行こうと思うんだ。
Ａ：うん、④意思あるところに道があるだね。

Ｂ：それが私の思っていることだよ。夢はあきらめないよ。

 その他の選択肢の意味

①生兵法は怪我のもと

②よく遊び、よく学べ

③転ばぬ先の杖

問題２

⑴ ① ③

Ａ 取らぬ狸の皮算用

Ｂ めんどりが１２個の卵を温めているからといって、１２羽のニワトリが
手に入ると思うのは間違いである。

⑵ ② ③

Ａ 降ればどしゃぶり（泣き面に蜂）

Ｂ 出来事、特に不幸はいつでも一緒にやってくる。

⑶ ① ④

Ａ 多芸は無芸

Ｂ 出世したいのなら、ひとつのことに集中して、それをよく身につけるべ

べきだ。

⑷ ① ②
Ａ 論より証拠

Ｂ どんな行いでも実行してしまうまでは、その賢明さと周到さは判断でき

ない。

問題３
⑴ ③

 二重否定の表現。関係代名詞を使って表現すれば、

になる。この は、否定の意味をもつ関

係代名詞。

⑵ ③
 蛙は外の世界のことを何も知らないのであるから、 が正解にな

－２３－



る。ここでの は名詞で「井戸」の意味。

⑶ ①

「プリンの味を試すには食べてみることだ」という意味から、「論より証

拠」という諺になる。

⑷ ④

「邪悪な人間は自分と同類の事情に精通している」の意。

⑸ ②

「まいた種は刈らなければならない」に近い意味になり、「自業自得」と
いう形で問われている。

⑹ ②

「視界から外れると心からも外れる」ということで「去るものは日々にう

とし」の意になる。

⑺ ③

 危険を避けるということだから、 が正解。

⑻ ①

 ～ は「～することができない」という動名詞を使った

慣用表現。 は「説明する」という意味。

⑼ ④

「悪いことも時には姿を変えた祝福であるとわかることがある」一見して

悪いことでも、結果的に良いことである場合があるという意味で、要は

人間何が幸いするかわからないということである。

⑽ ②

 は衣服などの裏張りのこと。曇り空で飛行機に乗ると、雲の上は

良い天気で雲が光っている状態を想像するとわかりやすい。

問題４
⑴ ト 好機逸するべからず

⑵ ヌ 両天秤はかけられない

⑶ ロ 二人いなければ、タンゴは踊れない  喧嘩両成敗

⑷ ハ 地位が高いほど、失敗の痛手は大きい

⑸ イ 良い面も悪い面も両方引き受けなければならない

－２４－



 選択肢の意味

イ 成功と同時に失望も受け入れなければならない。

ロ 二人が組んで働くとき、その組が成功するか失敗するかは二人両方に

責任がある。

ハ 人が重要になればなるほど、その人の失敗の結果は厳しくなる。
ニ 年配者に新しい仕事を与えるのは無理である。

ホ 子供は両親に似る。

ヘ 残り物には福がある。

ト 好機をうまく利用しなければならない。

チ 自身の不快な真実を発見するのは嫌なものである。

リ それは私の舌先まで出かかっている。
 は「もう少しで思い出せそうで」と

いうイディオム。

ヌ ２つの相反する利益を同時に享受することはできない。

－２５－


